
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ● その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 45,824 65,183 44,736 66,383

事業費

の内訳

令和3年度決算

①青少年健全育成に係る啓発・広報：２０２３千円
②札幌市青少年育成大会：２０５千円
③青少年育成委員会活動交付金等：１２８５２千円
④中学校区青少年健全育成推進会補助：３６２９千円

令和4年度予算

①青少年健全育成に係る啓発・広報：３０５９千円
②札幌市青少年育成大会：１２８７千円
③青少年育成委員会活動交付金等：２７０００千円
④中学校区青少年健全育成推進会補助：５７６０千円

人工 3.2 3.1 3.1 3.1

人件費 23,040 22,320 22,320 22,320

事業費 22,784 42,863 22,416 44,063

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市青少年育成委員会規則（昭和60年規則第46号）

他都市の状況

札幌市青少年育成委員会は、上記規則によって設置されている札幌市独自の団体であるが、横浜市（青少年指
導員、2,700人)など、他の政令指定都市においても類似の事業が行われている。

実施結果

令和３年度「青少年を見守る店」登録店（５７３８店舗）
有害図書類、カラオケボックス等立入調査（２０５件）

事業実施における
工夫点

各地区育成委員会への交付金基準について、平成２９年度から、より子ども人口を考慮した基準に見直した。

対象者 青少年、育成者 開始 昭和60 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

青少年健全育成事業の実施、青少年の非行防止活動、子どもの安全確保の取組、青少年を取り巻く有害環境の
排除等。

長期

学校・家庭・地域が連携し、子どもの育ちにとって健全な環境づくりを進めるため。

取組内容

青少年の非行防止、子どもの安全確保、青少年を取り巻く有害環境の排除など、学校・家庭・地域が連携し、子ど
もの育ちにとって健全な環境づくりを進める。
①子ども未来局（心豊かな青少年をはぐくむ札幌市民運動、札幌市青少年育成大会等）
②各区の健全育成業務（中学校区青少年健全育成推進会に対する補助、札幌市青少年育成委員会活動交付金
など）
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◎検証（振り返り）

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
当該事業を通して、地域における青少年の健全育成の推進に寄与しているものの、青少年を取り巻く環境の
複雑・多様化に対応するため、随時、社会状況等に応じ、事業実施手法等の見直しを実施していく必要があ
るため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

関係機関・団体、地域住民等の青少年健全育成に対する共通の理解と認識を深め、幅広い参加を促してい
く。また、事業規模は現状を維持しつつ、他の事業との連携や関係機関との連携強化を進め、事業の有効性
を高めていく。

予算
現状の事業規模を維持しつつ、予算の効率的な執行に努める。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

家庭・地域・学校が相互に協力しながら、青少年の健全育成を地域ぐるみで実施することにより、
子どもの育ちにとって健全な環境づくりの推進を協働で推進できることから、当該事業を効果的か
つ効率的に進められる点で適切な実施手法であると考える。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

令和３年度は新型コロナウイルス感染症のため活動が制限されたこともあったが、少年健全育成
推進事業は、子どもの安全確保、青少年を取り巻く有害環境の排除など市民のニーズに応えるも
のになっていると考える。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

「青少年を見守る店」は令和３年度において１４３店が新規に登録されており、地域における子ど
もを見守るネットワークづくりに貢献している。また、令和３年度青少年育成大会は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止したが、各区役所で優良青少年等表彰を実施するなど、引き続き
事業を通して、地域における青少年の健全育成の推進に寄与している。青少年育成委員会につ
いては、各地域での活発な活動を通して、青少年の健全育成の推進に寄与している。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

地域における子どもを見守る取組等に対し、他の政令市においても類似組織に補助金等を支出
している例があり、地域で青少年の健全育成を推進するうえで妥当な事業水準であると考える。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

5738 5950

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

100%

活動指標２

指標名 青少年を見守る店登録数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

5829 5950

活動指標１

指標名 青少年育成委員会（90地区）活動交付金執行率

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

98% 98% 98%


